
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
全
面
的
活
用
へ

国
交
省

協
議
会

対
象
工
種
の
拡
大
で
意
見
交
換

Ａ
Ｉ
導
入
へ
運
転
管
理
デ
ー
タ
取
得

信
頼
性
・
透
明
性
の
確
保
が
課
題

国
土
交
通
省
は
９
月
１４

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省

会
議
室
で
第
１７
回
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

導
入
協
議
会
」
（
議
長
・
建

山
和
由
立
命
館
大
学
総
合
科

学
技
術
研
究
機
構
教
授
）
を

開
催
し
た
。
建
設
現
場
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
施
工
の
全
面
的
な
活
用

を
促
進
す
る
た
め
、
対
象
工

種
の
拡
大
な
ど
を
め
ぐ
っ
て

活
発
に
意
見
交
換
し
た
。

同
協
議
会
は
産
学
官
の
関

係
者
で
平
成
２８
年
に
設
置
さ

れ
た
。
調
査
・
測
量
・
設
計

・
施
工
・
検
査
・
維
持
管
理

・
更
新
な
ど
の
建
設
生
産
プ

ロ
セ
ス
全
体
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
搭
載

建
設
機
械
の
導
入
、
施
工
技

術
者
の
育
成
、
中
小
企
業
向

け
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
Ｂ
Ｉ

Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
（
建
設
関
連
デ

ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
共
有

化
に
よ
る
生
産
性
向
上
・
管

理
効
率
化
）
な
ど
を
推
進
し

て
い
る
。

当
日
は
建
山
議
長
が
冒
頭

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
普
及
が
進
む
中
で
利
益
を

増
や
す
企
業
も
出
て
き
た
。

小
規
模
自
治
体
の
中
に
は

人
手
不
足
を
カ
バ
ー
し
、

大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
老
朽

化
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
更
新

が
急
が
れ
る
現
在
、
注
目

さ
れ
る
動
き
だ
」
と
述

べ
、
さ
ら
な
る
普
及
拡
大

を
促
し
た
。

ま
た
国
交
省
の
森
下
博

之
大
臣
官
房
審
議
官
（
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
担
当
）
は

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
乗
り
出
し

て
７
年
が
経
過
し
、
国
の
直

轄
工
事
の
８
割
で
導
入
が
進

ん
で
い
る
。
た
だ
地
方
公
共

団
体
が
発
注
す
る
小
規
模
工

事
で
は
３
割
に
届
か
ず
、
一

層
の
普
及
に
努
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

続
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
拡

大
を
め
ざ
す
分
野
・
工
種
に

つ
い
て
検
討
。
こ
れ
に
伴
い

民
間
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た

技
術
基
準
の
改
定
や
産
学
官

の
連
携
強
化
へ
業
界
団
体
な

ど
が
意
見
を
表
明
し
た
。

国
土
交
通
省
は
９
月
７
日
、
東
京
・
新
宿
区
の
日
本
下
水
道
新
技
術
機
構
で
令
和
５
年
度
第
１
回
「
Ａ
Ｉ
に
よ

る
下
水
処
理
場
運
転
操
作
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
検
討
会
」
（
座
長
・
加
藤
裕
之
東

京
大
学
下
水
道
シ
ス
テ
ム
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
室
特
任
准
教
授
）
を
開
き
、
下
水
道
Ｄ
Ｘ
の
加
速
化
に
向
け
て

議
論
し
た
。
Ａ
Ｉ
導
入
に
必
要
な
運
転
管
理
デ
ー
タ
の
取
得
や
信
頼
性
・
透
明
性
の
確
保
を
当
面
の
重
点
課
題
と

し
て
設
定
。
持
続
可
能
な
下
水
道
事
業
を
め
ざ
し
、
今
年
度
中
に
提
言
を
ま
と
め
る
方
針
だ
。

下
水
道
事
業
は
き
び
し
い

財
政
状
況
や
人
材
不
足
、
技

術
継
承
へ
の
対
応
、
ス
ト
ッ

ク
の
適
正
な
維
持
管
理
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
問
題
に
直
面

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
Ａ
Ｉ

を
徹
底
活
用
し
た
業
務
・
組

織
の
抜
本
的
な
変
革
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

当
日
の
検
討
会
で
は
冒

頭
、
西
修
同
省
水
管
理
・
国

土
保
全
局
下
水
道
部
下
水
道

企
画
課
下
水
道
国
際
・
技
術

室
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
上
下
水
道
行
政
が
来
年
４

月
か
ら
一
体
化
し
転
換
期
を

迎
え
る
中
、
下
水
道
の
持
続

的
発
展
を
実
現
す
る
に
は
最

先
端
技
術
の
導
入
が
不
可
欠

だ
」
と
述
べ
、
一
層
の
協
力

を
要
請
し
た
。

続
い
て
加
藤
座
長
が
「
下

水
道
事
業
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
重
視
す
る
時
代
と
な
っ

た
。
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
新
た

な
方
性
を
示
す
必
要
が
あ

る
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

議
論
で
は
Ａ
Ｉ
導
入
の
前

提
条
件
と
し
て
下
水
処
理
場

で
使
用
す
る
各
種
デ
ー
タ
に

民
間
企
業
な
ど
が
ア
ク
セ
ス

し
、
容
易
に
デ
ー
タ
を
取
得

で
き
る
オ
ー
プ
ン
化
が
必
要

と
の
認
識
で
一
致
。
ま
た
Ａ

Ｉ
に
不
測
の
事
態
が
起
こ
る

こ
と
も
考
慮
し
、
担
当
者
が

操
作
・
調
節
の
最
終
的
な
責

任
を
負
う
こ
と
が
望
ま
し
い

と
判
断
し
た
。

当
面
の
重
点
課
題
で
あ
る

Ａ
Ｉ
の
導
入
・
運
用
に
必
要

な
運
転
管
理
デ
ー
タ
の
取
得

に
つ
い
て
は
関
係
者
が
容
易

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
整

備
が
必
要
と
な
る
。
先
進
的

事
例
と
し
て
実
績
が
あ
る
汎

用
プ
ロ
ト
コ
ル
化
や
デ
ー
タ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
バ

ー
の
導
入
な
ど
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
具
体
化
を
進
め
て

い
く
。

信
頼
性
の
確
保
で
は
Ａ
Ｉ

に
よ
る
水
質
保
全
や
電
力
削

減
な
ど
の
重
要
な
取
り
組
み

を
適
正
に
評
価
す
る
仕
組
み

づ
く
り
を
行
う
。
ま
た
Ａ
Ｉ

の
不
具
合
に
よ
る
水
質
事
故

な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
観
点
か

ら
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を

構
築
。
透
明
性
の
確
保
で
は

Ａ
Ｉ
に
よ
る
判
断
が
ブ
ラ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
な
い
よ
う

で
き
る
か
ぎ
り
「
見
え
る

化
」
す
る
。

同
検
討
会
で
は
今
年
度
中

に
Ａ
Ｉ
活
用
の
普
及
拡
大
策

や
地
域
循
環
経
済
へ
の
貢
献

の
あ
り
方
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
提
言
を
行
い
、
令
和
６
年

度
か
ら
自
治
体
向
け
Ａ
Ｉ
導

入
の
サ
ポ
ー
ト
を
開
始
す
る

考
え
だ
。

４

５
面
に

ミ
ナ
ミ
サ
ワ

環
境
経
営
特
集

下水道新技術機構で国交省検討会を開催

西室長

加藤座長

産学官の関係者が参集

建山議長

森下審議官
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